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研究成果の概要（和文）： 
先行研究では、一般的に前立腺がんの発見や診断に用いられている前立腺特異高原（PSA）と生
活様式との関連が報告されている。日本人男性において、体格や大豆製品摂取と PSA との関連
を調べるために、2004 年 2月から 2009 年 1月の間にがん検診で来院した健常男性 4722 人を対
象に解析した。その結果、身長、体重、BMI と PSA に負の相関がみられた。BMI が 30 以上の男
性について解析すると、大豆製品、ゲニステイン、ダイゼインと PSA との間に負の関連がみら
れた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Previous studies have shown relationships between lifestyle and prostate-specific 
antigen (PSA), a commonly used serum marker for the detection and diagnosis of prostate 
cancer. To examine the association between anthropometry and intake of soy food and PSA 
in Japanese men, we analyzed 4722 apparently healthy Japanese men who visited our 
screening for cancer from February 2004 to January 2009. There was significantly inverse 
correlation between height, weight, BMI and PSA levels. Intake of soy food, genistein 
and daidzein at baseline was significantly inversely correlated with PSA among men with 
over 30 or more BMI. 
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１．研究開始当初の背景 

前 立 腺 特 異 抗 原 Prostate-specific 
antigen (PSA)は、前立腺がんの検診や診断
に広く用いられているが、前立腺がんに特異
的ではないため、その値が 4ng/mL 以上で確

定診断のために生検を行うことが考慮され
る。PSA の値は生検の実施を決定する際に重
要な情報となるにも関わらず、その値は、個
人の特性や生活習慣の影響を受けることが
報告されている。しかし、健常な日本人にお
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ける生活習慣とPSAとの関連を調べた研究は
ほとんどないのが現状である。さらに、PSA
を低値に保つような生活習慣があれば、その
要因は、近年増加しているわが国の前立腺が
んの予防因子となるかもしれない。 
 
２．研究の目的 
本研究では、健常な日本人の PSA の値に影響
をあたえる要因を明らかにすることを目的
とする。 
 
３．研究の方法 
国立がんセンターがん予防・検診研究センタ
ーで行っているがん検診を、2004 年 2月から
2009 年 1月に受診した男性で、質問票に回答
した 40歳以上 70歳未満（調査開始時年齢）
の 4722 人を対象とした。 
(1)対象者の検診データから得られた PSA 値
と、年齢、身長、体重 BMI、内臓脂肪体積、
食事要因として、大豆製品・ゲニステイン・
ダイゼイン摂取との関連について、スピアマ
ン順位相関係数を算出した。食事要因は、妥
当性が評価されている質問表を用いて算出
した。 
(2)2009 年 2 月から 2010 年 12 月までの再受
診者約 1698 人を対象に、検診データから得
られた 5年後 PSA 値と、ベースライン時の身
長、体重、BMI、大豆・ゲニステイン・ダイ
ゼイン摂取との関連について、スピアマン順
位相関係数を算出した。 
 
４．研究成果 
(1)4722 人の受診者を対象に、ベースライン
時の年齢、身長、体重、BMI、内臓脂肪体積
と PSA 値との相関について解析した結果、ぞ
れぞれの相関係数ｒ（p値）は、0.25(<0.0001), 
-0.11 (<0.00001), -0.12(<0.0001), 
-0.07(<0.0001),-0.02(0.35)と、年齢とは正
の関連、体格とは負の関連であった。内臓脂
肪体積とは関連がなかった（表 1）。大豆類摂
取、ゲニステイン、ダイゼイン摂取との相関
係数（ｒ）（p値）は、それぞれ、0.01(0.53), 
0.003(0.84), 0.001(0.93)であったが、BMI30
以上の男性に限る(N=93)と、それぞれ、
-0.26(0.01), -0.29(0.005), -0.30 (0.004)
と負の相関を認めた（表 2）。 

表 1. PSA と体格のスピアマン相関係数 

  身長 体重 BMI 
内臓脂肪体

積 

PSA -0.11 -0.12 -0.07 -0.02 

(p-value) (<0.0001) (<0.0001) (<0.0001) (0.35) 

 
 
 
 
 

 
表 2. PSA と大豆製品、イソフラボン摂取のスピアマン
相関係数 

  大豆製品 ゲニステイン ダイゼイン 

PSA 0.01 0.003 0.001 

(p-value) (0.53) (0.84) (0.93) 

BMI30 以上の男性   

PSA -0.26 -0.29 -0.30  

(p-value) (0.01) (0.005) (0.004) 

 
(2)再受診者 1698 人を対象に、ベースライン
時の身長、体重、BMI と再受診時（5 年後）
PSA 値との相関について解析した。その結果、
それぞれの相関係数（ｒ）（p 値）は、
-0.08(<0.01),-0.07(0.002), -0.04 (0.12)
と、身長と体重とは負の関連であったが、BMI
とは関連がなかった（表 3）。ベースライン時
の大豆類摂取、ゲニステイン、ダイゼイン摂
取と５年後 PSA との相関（ｒ）（p 値）は、
-0.01(0.72), -0.02(0.42), -0.02(0.39)で
あり、BMI30 以上の男性に限っても(N=29)と、
それぞれ、-0.01(0.95), -0.04(0.85), -0.02 
(0.91)と関連がみられなかった（表 4）。 
 

表 3. 5 年後 PSA と体格のスピアマン相関係数 

  身長 体重 BMI 

PSA -0.08 -0.07 -0.04 

(p-value) (<0.01) (0.002) (0.12) 

 

表 4. 5 年後 PSA と大豆製品、イソフラボン摂取のスピ
アマン相関係数 

  大豆製品 ゲニステイン ダイゼイン 

PSA -0.01 -0.02 -0.02 

(p-value) (0.72) (0.42) (0.39) 

BMI30 以上の男性   

PSA -0.01 -0.04 -0.02  

(p-value) (0.95) (0.85) (0.91) 

 
近年、欧米人を対象とした研究で、PSA 値と
BMI との負の関連が報告されているが、比較
的体格が小さい日本人を対象とした本研究
でも、同様な結果がえられた。 
PSA と内臓脂肪体積との関連については国内
外でも報告はないが、今回の研究では関連が
ないことが示唆された。 
大豆製品、イソフラボン摂取と PSA との関連
について報告した研究は少ない。Schroder ら
(2005)は、イソフラボンサプリメントを投与
した介入研究により、PSA の値が下がったこ
とを報告している。本研究では、大豆製品、
イソフラボン摂取とは相関がみられなかっ
たが、BMI30 以上の対象者に限ると負の関連
がみられた。この結果は、イソフラボンサプ
リメントと PSA に負の関連がみられた、
Schroder らの論文の対象者の BMI が平均 26



 

 

であることから、BMI の比較的高い男性では、
大豆製品・イソフラボン摂取と PSA は負の関
連がみられることが示唆された。 
本研究では、ベースライン時の大豆製品・イ
ソフラボン摂取と 5年後 PSA値に関連は見ら
れなかったが、再受診者の数が増えているの
で、継続して研究を行い、サンプル数を増や
した再解析が必要である。 
また、ベースライン時、5年後解析、ともに、
層別解析、多変量解析など、さらなる解析が
必要である。 
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